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廃プラスチックの分別・循環的利用の課題と展望～容器包装を中心に～
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［要旨］容器包装リサイクル法の完全施行により、ＰＥＴボトル以外のプラスチック製容器包装の分別収集、再商品化が開始されてから、
10年余りが経過した。才講演ではまず、プラスチックの生産、消費､廃棄、リサイクルの概況､適用する技術と用途からみたプラスチック
リサイクル技術の分類、容器包装リサイクルの概要についてまとめる。その後、平成１８年の法改正時の懸案課題をうけて行われてきた再
商品化手法の評価、容器包装以外のプラスチックのリサイクル、リサイクルフローの透明化などの一連の検討の経緯を紹介するとともに、
プラスチックの3Ｒに関する主な論点を整理する。この整理を踏まえ、リサイクル手法に応じた分別･選別・諸捌が必要であること、家庭
系の廃プラスチックを用途と性状の二つの軸から整理した場合、現行制度によるプラスチック製容器包装に該当する力否かという視点とは
異なる分別の切り口がありうることを示す６また、この考え方をもとに、家庭系廃プラスチックの分別、再商品化に関する４種類の試行的
シナリオを例示し、各々 の利点、問題点、および問題点の改善の提案を示す６
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講演内容

4．容リプラ等のプラスチックの3Ｒと有蜘ﾐ11用の課題

1.はじめに

2.プラスチックリサイクルの現状：技術と法制度

プラスチックの物質フローとリサイクルの概況
プラスチックリサイクル技術の分類（図'）

容器包装リサイクル法のもとでのリサイクルと３Ｒ

法改正とその前段階の審議会等における検討

２．１

２．２

２．３

２．４

3．再商品化手法を中心とする最近の検討経緯

再商品化手法合同会合第１ラウンド

リサイクルのフローの透明化

再商品化手法合同会合第２ラウンドと作業チーム

容器包装以外のプラスチックリサイクルの検討
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基調講演２

図１適用する技術とリサイクル後の用途からみたプラスチックのリサイクル手法の分類

表１再商品化手法の環境面の効果の評価における主な論点
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リサイクル手法に応じた分別・選別・識別
性状と用途からみた分別対象（表2）

分別・有裁荊用の代替シナリオの例（表3）

容リプラにおけるリサイクルとは何か？

リサイクル手法間での優先度の理念

リサイクル手法問の効果の比較：ＬＣＡの適用上の課題（表1）
素材からみた容リプラのリサイクルの技術的課題
廃プラスチックの焼却・熱回収論

自治体ごと事情の違いと容リプラの分別
オフィスごみなど事業系一廃の容リプラ

理念と現実とのベストミックス
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5．今後の分別、リサイクルの方向性の提案

※破砕､造秘｡､ケミカルリサイクルのいわば前処理でﾒ正ｺﾙな過程であるが、
法の運用上はこのプロtZKのみが再商品化と位置づけられている。

コークス炉化学原料化および圃宿還元剤､鑓では、

6．おわりに
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樹脂原材料(マテリアル）
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(フィードストック）
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ﾒカニカル

(破砕､成型など）

ケミカル

(分解､還元など）

サーマル

(燃焼､焼成など）
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RPF発電

Iｾﾒﾝﾄ焼成

焼却発電

リサイクルの環の閉じ方

リサイクルの階層性
ド
サ

ズ
ｆ
リ

オープンループ

(カスケードリサイクル､垂直リサイクル）

論点 主要な課題

システム境界 ･再商品化製品の効果のみか､他工程利用プラス
チック(残漬)の効果まで含めるか

･再商品化製品を利用した製品が使用済みとなった
場合の処理･有効利用まで含めるか否か。

･最終的な使途が不明な再商品化製品(例:材料リ
サイクルによるコンパウンド)の扱い

代替の設定における
等価性

･再商品化製品が代替すると想定する原材料の種類、
量の設定の妥当性

(主な例）

一再生樹脂とバージン樹脂

一再商品化による造粒物と原料炭

一再商品化による造粒物とコークスまたは微粉炭
一副生ガスと等価な化石燃料の種類

環境負荷､資源消費
の評価指標

･CO2の削減効果とともに､資源消費の削減効果も
評価するべきだが、どのような指標を用いるべきか。
･CO2以外の環境負荷を評価に含めなくてもよいか。
。含める場合、インベントリデータは収集可能か．

仮想的なシナリオを
対象とする場合の留
意点

･LCAの適用対象に､将来の改善可能性を見込んだ
シナリオを含めることの自身の是非

･実績値と改善可能性との区別を明示すべき
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表３容器包装等の家庭系廃プラスチックの分別･有効利用の代替シナリオの例

表２家庭から排出されるプラスチックの性状､用途と容リ法の対象との関係

シナリオ 利点 問題点 改善のための提案

Ａ)現行のプラスチック製容器包装
の分別を堅持しつつ、自治体のさ
らなる参加を促進

･制度変更に伴う対応が不要

･再商品化事業の設備能力に対
する需給バランスが改善され､稼
働率が向上

･事業者、自治体の負担増加

･材料リサイクル優先の是非､自
治体と事業者の負担など､従来か
らの主体間の意見の差異が残る

．費用対効果が不十分なﾘサイク
ルが拡大することへの懸念

･再商品化事業の費用対効果改
善のための上流側(特定事業者、
自治体､消費者など)との連携の
取り組み強化､制度の運用改善

･材料リサイクル優先の運用次第
では､費用対効果は改善

Ｂ)｢材料リサイクルに適したプラ｣、
｢ケミカルリサイクル･燃料化に適
したプラ｣、「分別･再商品化に適さ
ず､適正処理･熱回収すべきプラ」
に区分(容器包装に限定するか、
拡大するかは両方ありうる）

･資源消費､環境負荷の低減に
とってより効果的

･再商品化費用の単価の低下

･分別の徹底による環境意識の向
上、リデュース

･識別マークの変更､追加

･消費者の分別の手間の増加

･自治体の収集費用の増加(選別
費用は増加､低減の両要因あり)、

･材料リサイクルに適したプラは店
頭回収､拠点回収とすることで、
自治体の分別収集の負担を軽減

C)食品付着などの汚れがひどい

もの以外のプラを最大限分別収
集し､ソーティングセンターへ搬入
して性状に応じた使途に再商品化
(容器包装に限定するか､拡大す
るかは両方ありうる）

･自治体の選別工程と再商品化事
業者の前処理エ程の合理化

･消費者､自治体に過大な負担を
かけることなく合理的なリサイクル
が期待できる

･分別が疎かになることへの懸念

･自治体の選別を担う事業者や再
商品化事業者における前処理か
らソーティングセンターへの円滑
な移行

･ソーティング以降の利用の仕組
みのなど､制度の再構築が必要

･現時点で容リプラ分別を行う自
治体が少ない地域から試行的に
導入(例えば選別保管施設の立
地難から分別収集が導入されて
いない自治体など）

D)容器包装以外も含めてﾘサイ
クルに適した廃プラのみを分別収
集(ないし店頭回収､拠点回収)し、

それ以外は自治体の焼却炉で適
正処理･熱回収

･費用対効果の高い対象のみをリ
サイクルすることで､システム全体
にかかる費用の低減が期待でき
る

･識別マークの変更､追加

･容器包装以外の費用負担方法

･再商品化の総量が減少するため、
再商品化事業は縮小

･分別対象が減ることで大量消費、
大量廃棄の抑制が緩む懸念

･大量消費､大量廃棄の抑制､公
平な費用負担のため､廃プラの有
効利用､適正処理全体に対する
責任分担の制度を再構築

･リサイクルに頼らずにリデュース、
リユースを重視

a)容器包装

(飲料容器､弁当容器､食品卜
レー､菓子袋､レジ袋など）

b)サービスの容器包装など

容器包装と類似の用途

(クリーニング店の袋､ＣＤ･ＤＶＤ

のケースなど）

c)プラスチック製品など容器包装
とは全く異なる用途

(収納用品､浴室洋品､おもちゃ、
文房具など）

1)単一の素材から構成され､保

管の支障となるような汚れがない
もの

→分別後､優先的に材料リサイク
ルの対象とすることを想定

2)油分の付着や複合素材のため、

材料リサイクルには適さないが、
ケミカルリサイクルやRPF化など

の熱回収には適したもの

→分別後､ケミカルリサイクルまた

iま熱回収による有効利用を想定

3)腐敗しやすい付着物などの公

衆衛生上の支障や､再商品化手
法(熱回収も含む)の大半に共通
して､リサイクルを阻害する要因と
なる物質を含むもの

→分別せず適正処理･熱回収の
対象とすることを想定

クルの阻害要因となる物質の
排除は明示的には行われて
きていない。
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質の高い分別収集･回収の仕組みの検討､再商品化費用を誰が負
担するかの検討が必要であるが､消費者感覚からは､なぜこの分
野が分別･リサイクルの対象とならないのか理解しにくい。
→プラスチックの材料としての再生利用を目指すならば、
1行a～c列を横断的にとらえる視点が必要。
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廃棄物処理部門からの温室効果ガスの排出抑制､廃プラスチックの
有効利用による資源消費･環境負荷低減を促進するためには､ｂ列、
c列も含めた分別収集､有効利用の仕組みの構築が望ましい。
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精査が必要だが､３行a列に

比べて､むしろリサイクルに不
適なものは少ないと思われる
(2行b列についても同様)。
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容リプラの選別､再商品化プ
ロセスにおける異物除去の経
験から､適正処理の必要なも
のを同定して適正な排出･処
理を強化(在宅医療廃棄物な
ど）
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現行容ﾘ法の対象

1～3行のような性状の違いは認

識されつつあるが､分別の視点
Iま､ａ列とそれ以外とを区分する

ことに主眼がおかれている。
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汚れの落ちにくいものは可燃
ごみ等に区分するように指導
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されているが､不徹底‘,リサイＩ


